





























































































にj 述べたものとしているが、どういう意味で客観的なのか。(l3)~(1 5)のような主語が第 1 人称のテ
イル文は、決して「客観的に」、「第三者のように」述べているとは言えないのではないだろうか口




















文機能は G惑情表出)ではなく く状態描写)である口十[1 ]は省略された第一人称主語を指すO







し 1 るが、この「感情性述語j とは具体的には感情形容罰、感情表出動詞、感情変化窃]詞を指す口 (5)~(8)
は述語が感情表出動詞、(16)の述語は感情形容詞、(17)の述語は感情変化動詞である。





、るが、この る(1 っても となること
ち、 ることヵγぞきうしら
(18)* 怒る。
しかし、 テイ ヲ)のよう くなる。
(lヲ)
0) f)¥.存j守J!告さj も ると る口





































心が痛む j吋1ラ 現在 (感情表出〉
心が痛んで‘いる テイノレ1ラ 過去現在 (状態捕写〉
心が痛んだ タ形 過去 〈事象描写〉






















































































短し 1用f9iJ 丈機能 時制;意味
ノレJfラ 心が痛む 〈感情表出) 現在
テイルw 心が痛んでいる 〈状態描写) 過去現在
。d
パ/形 綿障は役立つ (属性叙述〉 起時
テイル形 綿棒は役立っている 〈状態描写〉 過去現在
ノレ形 呪煙は校NIJに反する 〈関係叙述) 起時
テイノ吋Tラ 喫煙は十交1'1)](こ反している 〈状態描写〉 過去現在
ノレ形 返済を約束する G差行) 現在


































山間政紀(1999)r属性動詞の語葉と文法的特徴j~国語学』第 197 集 国語学会
山岡政紀 (2000a)r関係動詞の語葉と文法的特徴Jr日本語科学J第8号 国立国語研究所
山間政紀 (2∞Ob)r日本語の述語と文機能』くろしお出版
AOKl， Haruo (1986) Evidentials in Japanese， InChafe and Nicols eds. Evident悶lity:The Lingui注ticCoding of 
今istemology，ABLEX Publishing C01p. 
(山岡政紀、創価大学文学部教授、 myamaolくa@soka.ac.jp)
8-
